
男女共同参画社会を
目指して

～男女共同参『学』
知る・学ぶ・考える

私の人生、私がつくる～

　日々の生活の中で、性別によって「～であるべき」
「～でなければいけない」などと言われたり、聞い
たりしたことはありませんか。
　人それぞれ、性別や年齢、言語、容姿などはさま
ざまで、性別だけで行動が決められることはおかし
なことではないでしょうか。
　誰もが幸せに暮らしていくためには、それぞれの
個性や特性を尊重し、個人の能力を発揮して自分ら
しい生き方を実現できる社会が望まれます。
　今号では、『男女共同参画』について考えてみま
しょう。

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

育
児
休
業
の
取
得
促
進
に
向
け
て

男
女
が
よ
り
よ
い
環
境
の
中
で

働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

　
今
年
５
月
、
参
議
院
本
会
議
で
『
女
性

活
躍
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
規
制
法
』
が
成
立

し
、
事
業
主
に
対
し
て
、
労
働
者
の
言
動

に
注
意
を
払
っ
た
り
、
相
談
窓
口
を
設
置

す
る
な
ど
の
対
策
を
と
る
こ
と
が
法
律
で

初
め
て
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
『
嫌
が
ら
せ
』

の
こ
と
で
す
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
、

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
パ
ワ
ハ
ラ
）
や

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
セ
ク
ハ

ラ
）
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
都
道
府
県
の

　
男
女
が
性
別
に
関
わ
ら
ず
、
対
等
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
自
ら
の
意
志
に
よ

り
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
で
き
る

機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
男

女
が
均
等
に
さ
ま
ざ
ま
な
利
益
を
享
受
し
、

共
に
責
任
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
が
、

『
男
女
共
同
参
画
社
会
』
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
性
別
に
関
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く

し
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
個
性
と
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
育
児
休
業
は
、
育
児
・
介
護
休
業
法
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
制
度
で
、
子
ど

も
が
１
歳
（
保
育
所
に
な
ど
に
入
所
で
き

な
い
場
合
な
ど
は
最
長
２
歳
）
に
な
る
ま

で
の
１
年
間
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ

か
、
短
時
間
勤
務
や
時
間
外
労
働
の
制
限

な
ど
の
措
置
が
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
の
『
平
成
30
年
度
雇
用
均

労
働
局
に
寄
せ
ら
れ
た
職
場
の
い
じ
め
・

嫌
が
ら
せ
に
関
す
る
相
談
件
数
は
、
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
30
年
度
は
前
年

度
か
ら
約
15
㌫
増
加
し
、
８
万
件
を
超
え
、

過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
は
、
職
務
上
の
地
位

や
人
間
関
係
な
ど
に
基
づ
い
て
発
生
す
る

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
ほ
か
、
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
（
マ
タ
ハ
ラ
）
な
ど
、
性
別

に
よ
る
差
別
的
な
取
り
扱
い
に
よ
っ
て
被

害
者
の
心
身
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
も

の
も
数
多
く
存
在
し
ま
す
。

　
被
害
者
の
今
後
の
人
生
を
大
き
く
変
え

て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
こ
れ
ら
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
男
女
が
平
等
に
仕
事
や
子
育
て
を
両
立

で
き
る
環
境
の
た
め
に
も
、
社
会
全
体
で

意
識
や
行
動
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
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